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 「今年の成長を、来年へのステップへ」  

                                                校長 川本 智之  

 

 弥生３月、学校の周りを歩いていると、日差しのあたたかさや木々のつぼ

みの膨らみを見つけることできます。日一日と春に近づいているようです。  

今年の「野崎小学校の顔」として、学校をリードしてきた２９名の６年生

も、間もなく本校から巣立っていきます。友だちと過ごした６年間の思い出

を胸に、中学校でも自分らしく、更なる成長を期待しています。頑張ってく

ださい。卒業する６年生と保護者の皆様に心からお祝いを申し上げますとと

もに、これまでのご支援、ご協力を賜りましたことにお礼申し上げます。  

在校生も自分の成長の足跡をしっかり見つめる、締めくくりの３月です。

体の成長は、身長や体重の数値で確認することができます。しかし心の成長

は、はっきり数値で表すことはできません。友だちに対して、家族に対して、

自分に対して、どうであったのかを振り返ってみてください。「優しさ・思い

やり」「自主性」「責任感」「忍耐力」など、一歩ずつ成長できたこともたく

さんあると思います。是非、ご家庭でも一緒に１年の成長を振り返り、でき

るようになったことを褒めてあげて欲しいと思います。まだまだ成長途中の

ところは、次の目標としてチャレンジしていくことができれば素敵ですね。  

令和６年度から、市内すべての小学校で授業時数が見直され、時間割が変

更されます。詳細につきましては、後日お知らせさせていただきます。  

現在、年間の授業時数が文部科学省の基準より大幅に多く設定されており、

子どもたちに授業時数超過による大きな負担をかけています。４・５・６年

生では週２９時間、年間３５週の１０１５時間が基準の所、令和４年度、そ

れぞれの学年で、１１００時間を超えて授業等を実施しています。それは、

低学年も同様の状況です。原因は和歌山市では長期休業（夏冬）が短く、規定

より多い年間４３週程度を授業日としていることなどが考えられています。  

このことから、市内すべての小学校で、全学年、週あたり１時間減らすこ

とになります。時間割の何曜日を減らすかについては現在検討中ですので、

決まり次第お知らせさせていただきます。よろしくお願いいたします。  

令和５年度も残り一か月となり、今年度最後の野崎小だよりとなりました。

この一年間、保護者・地域の皆様方には、本校の教育活動に対しまして、ご理

解、ご協力を賜り、心より感謝申し上げます。誠にありがとうございました。 


